
放射性物質が体内に取り込まれてから、排泄または減衰するまで臓器が放射線にさらされるため、
人体が受ける放射線量について一生分（人が70歳になるまで）の線量を最初の1年で全て受けた
（一度に預けた）として積算した線量のこと。

預託実効線量　：　内部被ばく線量を表す用語。

           福島県
　　　　実施数：100件   検出数：10件

　　   検出結果：検出せず～11.7Bq/kg

         宮城県
　　 実施数：11件   検出数：1件

 　検出結果：検出せず～1.0Bq/kg

         岩手県
　　  実施数：10件   検出数：0件

          検出結果：検出せず

         茨城県
　　  実施数：10件   検出数：0件

　　        検出結果：検出せず

         埼玉県
　　 実施数：10件   検出数：0件

　　      検出結果：検出せず

　　　  千葉県
　　 実施数：11件　検出数：0件

　　      検出結果：検出せず

         東京都
　　  実施数：10件   検出数：0件

　　    預託実効線量：検出せず

        神奈川県
　　  実施数：10件   検出数：0件

　　      検出結果：検出せず

         新潟県
　　  実施数：9件  検出数：0件

　　     検出結果：検出せず

         栃木県
　   実施数：10件  検出数：0件

　         検出結果：検出せず

         群馬県
　　  実施数：10件  検出数：0件

           検出結果：検出せず

         長野県
　　  実施数：10件  検出数：0件

　　     検出結果：検出せず

         岐阜県
　　   実施数：2件  検出数：0件

　　      検出結果：検出せず

         福岡県
　　  実施数：10件  検出数：0件

　　     検出結果：検出せず

         三重県
　　  実施数：3件   検出数：0件

　　      検出結果：検出せず

         愛知県
　　  実施数：5件  検出数：0件

　　     検出結果：検出せず

         山梨県
　　 　実施数：9件   検出数：0件
            検出結果：検出せず

　

         静岡県
　　  実施数：10件  検出数：0件

　　     検出結果：検出せず

(参考） 放射性物質摂取量調査の実施地域について  



全国生協商品検査研究会員 

   ；理化学検査設備保有 

   ； 放射能測定装置所有 

全国29会員 
計300名以上が
検査に携わって
います。 

全国各地の生協の商品検査センター・検査室 



実施された方の年代《割合(% )》

37.5

42.8

11.9

4.6

2.20.40.4 10代未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

2012年度の調査から （ｎ＝671） 



お子様の年齢《割合(%)》

2 .4

26 .4

35 .6

16 .3

19 .2

乳児（1歳未満）

幼児（1歳～小学生未満）

小学生

中学生

高校生以上

2012年度の調査から （ｎ＝671） 



調査の手順 

家庭の食事からの放射性物質摂取量調査 

 組合員の方に、い
つもの食事を１人分
多く用意していただ
きます。 

 そして食事の写真
を撮り、献立調査票
に使用した食材を
書いていただきます。 

１．食事を１人分用意する 

/
献立調査票20120519（記入例確定版）.pdf


調査の手順 

家庭の食事からの放射性物質摂取量調査 

 食事の撮影が終
わったら、食事をフ
リージングバッグに
入れます。 

 １食分づつパック
し、６食分揃うまで
冷凍庫に保管しま
す。 

２．冷凍庫に保管する 

/


調査の手順 

家庭の食事からの放射性物質摂取量調査 

 ６食分の食事が
揃ったら、ダンボー
ル箱に詰めて検査
センターへ宅配便で
送ります。そのとき
アンケートや献立調
査票も同封します。 

 ここまでを組合員
に行っていただきま
す。 

 

３．検査センターへ送付する 

/

